
 

【THE シガパーク推進会議 第３回委員会】 次第 

 

日時：令和 5年 11 月 21 日（火）10：00～12：00 

場所：北新館 5-E 会議室 

 

 

１．開 会 

 

２．あいさつ                                    約 5 分（10:00～10:05） 

 

３．議 事 

 

（１）「THE シガパーク」ロードマップについて     約 30 分（10:05～10:35） 

 

 

（２）「THE シガパーク」トイレランクについて     約 30 分（10:35～11:05） 

 

 

（３）滋賀県版 P-PFI について            約 30 分（11:05～11:35） 

 

 

（４）その他の議題について             約 20 分（11:35～11:55） 

 

 

４．閉 会 
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THE シガパーク推進会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 水と緑と人でつながる滋賀の公園「THE シガパーク」の持つ価値・魅力を

さらに高めるため、自然公園や都市公園などの公園種別に関わらない県営

公園としての魅力向上施策について幅広く検討し、部局横断的に効果的な

取組を図る組織として、関係部局からなる「THE シガパーク魅力向上推進

会議」（以下「推進会議」という。）を設置する。 

 

（定義） 

第２条 推進会議において、用語を次のとおり定義する。 

（１）「THE シガパーク」とは、滋賀県全体が水と緑と人でつながった一つの公

園のようになった姿を指す。 

（２）「シガパーク」とは、「THE シガパーク」を構成し、推進会議の魅力向上の

取組の対象となる個別の公園を指す。 

 

（所掌事務） 

第３条 推進会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）「THE シガパーク」魅力向上のための公園間の連携に関すること 

（２）「THE シガパーク」魅力向上のための庁内連携の取組に関すること 

（３）「THE シガパーク」魅力向上のための情報発信に関すること 

（４）「THE シガパーク」の機能強化と利便性の向上に関すること 

（５）「THE シガパーク」魅力向上のための民間事業者・住民等と協働に関する

こと 

（６）その他「THE シガパーク」の価値・魅力の向上・創出のために必要な事項 

 

（構成） 

第４条 推進会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

（１）議長 

（２）委員 

（３）連絡員 

２ 議長は、土木交通部技監（魅力ある公園・まちづくり担当）の職にある者をも

って充てる。 

３ 委員は、別表の職にある者をもって充てる。 

４ 議長に事故があるとき、または議長が欠けたときは、議長があらかじめ指名す



る委員が職務を代行することができる。 

５ 推進会議の所掌事務に関する連絡調整を行うため連絡員を置き、委員が所属
職員のうちから推薦する者をもって充てる。 

 

（会議） 

第５条 推進会議の会議は、委員会および連絡会、作業部会とし議長が招集する。 

２ 委員会は、議長および委員で構成し、議長が主宰する。 

３ 委員会では、第 2条に規定する事項について議論する。 

４ 連絡会は、都市計画課公園魅力向上推進室長および連絡員で構成し、都市計画

課公園魅力向上推進室長が主宰する。 

５ 連絡会では、第 2条に規定する事項に関する連絡調整を行う。 

６ 作業部会は、都市計画課公園魅力向上推進室長および協議事項に関連する連

絡員で構成し、都市計画課公園魅力向上推進室長が主宰する。 

７ 作業部会では、第 2 条に規定する事項のうち、個別の事項について議論する。 

８ 議長は、必要があると認める場合は、オブザーバーとして構成員以外の者に各

会議への出席を求めることができる。 

 

（事務局） 

第６条 推進会議の事務局は、都市計画課公園魅力向上推進室におく。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営等に関し必要な事項は、議

長が定める。 

 

付 則 

この要綱は、令和５年５月１８日から施行する。 

付 則 

この要綱は、令和５年９月１２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１（第４条関係） 

部局名 委員名 対象公園 

文化スポーツ部 文化芸術振興課長 希望が丘文化公園 

スポーツ課長 彦根総合スポーツ公園 

琵琶湖環境部 下水道課長 矢橋帰帆島公園 

森林政策課長 近江富士花緑公園 

自然環境保全課長 自然公園（湖岸緑地など） 

健康医療福祉部 子ども・青少年局子ども未来

戦略室長 

びわ湖こどもの国 

商工観光労働部 モノづくり振興課長 陶芸の森 

土木交通部 都市計画課長 都市公園（びわこ文化公園、

湖岸緑地など） 

 



「THE シガパーク」トイレランクについて①
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

【トイレ管理状態の指標化】
・種別や所管を超えた様々な公園のトイレ整備を一体的に進めていく際
に、トイレの管理状態を把握するための指標として各公園ごとの「ト
イレランク」を算定し、５つ星（★★★★★）～１つ星（★）のラン
ク付けをすることで整備状況を可視化する。

・「トイレランク」の算定にあたっては、右に挙げるような基本整備、
安全性、快適性といった項目毎に加点上限を設け、それぞれのトイレ
がその特色やニーズに応えながら、様々な方法でレベルアップを目指
せるようにした

・また今回の調査で把握した、「車いす対応」や、「ウォシュレット
有」、「ベビーチェア有」といった各トイレの優れたポイントを利用
者に伝わるようにアピールしていく。

【現時点でのシガパークのトイレランク算定案について】

1

「トイレランク」算定の基準案
①基本設備
・固定・移動、水洗・汲取、洋式・和式の別

②安全性
・照明有無、種類や防犯カメラ、手すりの有無

③快適性
・ウォシュレットや、便器の自動水洗の有無等

④誰にでも使いやすい
・車いす、点字、オストメイトの対応状況等

⑤子どもや子育て中の方への配慮
・おむつ交換台やベビーチェアの有無等

⑥適切な管理
・清掃頻度、点検頻度

資料1

・各公園のトイレ整備状況調査を行ったところ、全162か所のトイレの
ランク内訳は右のグラフのとおりであった。

・個所数としては、★5トイレが4か所、★4トイレが44か所、★3トイレ
が53か所、★2トイレが39か所、★1トイレが22か所であった。

・また、全体での洋式トイレの導入率は75.9%、ウォシュレットの導入
率は17.9%、車いす対応のトイレの割合は54.9%、踏み台対応も含んだ
子ども用の手洗い場のあるトイレの割合は3.1%、子ども用便器のある
トイレの割合は16.0%であるなど、シガパークとしての現在のトイレ
整備状況を把握することができた。

・「安全性」、「快適性」などの項目別の得点率では、特に「子どもや
子育て中の方への配慮」が18.5%と最も低くなっている。

★★★★★
2.5%

★★★★
27.2%

★★★
32.7%

★★
24.1%

★
13.6%

トイレランク割合

★★★★★ ★★★★ ★★★ ★★ ★



「THE シガパーク」トイレランクについて②
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

【公園別のトイレランク割合】
・管理者の常駐する公園と、湖岸緑地や自然公園のように管理者の常駐
しない公園ではトイレの整備状況に大きな違いがみられた。

・今後は、湖岸緑地や自然公園においては★1,2のトイレの割合を減ら
して、★1のトイレは廃止するか★2以上にランクアップすることを目
指す。

・その他の公園においては、現在★3のトイレのランクアップを目指し、
★4,5のトイレを増やしていく方向で検討していきたい。

・また、特に「子ども」に関する項目の得点率を上げるや、湖岸緑地の
トイレはすべて洋式にするなど、今回の状況調査を踏まえたランク
アップの方向性を部会等で検討していきたい。

2

資料1

★★★★★ 29以上
★★★★ 22以上
★★★ 15以上
★★ 8以上
★ 1以上

配点基準
項目 配点 説明 合計 加算上限
固定・移動 1 固定=1,移動＝0
水洗・汲取 3 水洗＝3,簡易水洗＝1,汲取＝0
洋式便器 2 全部＝2,一部＝1,無＝0
手洗い場 1 有=1,無=0
照明（有無） 1 有=1,無=0
照明（種類） 1 LED＝1,電球・蛍光灯＝0
防犯カメラ 1 有=1,無=0
手すり 2 両方＝2,個室内or小便器のみ＝1,無＝0
ウォシュレット 2 全部＝2,一部＝1,無＝0
便器の自動水洗 2 全部＝2,一部＝1,無＝0
手洗い場（自動） 1 有=1,無=0
照明（自動点灯） 1 有=1,無=0
温熱便座 2 全部＝2,一部＝1,無＝0
便座クリーナー 1 有=1,無=0
鏡（手洗い場） 1 有=1,無=0
ハンドソープ 1 有=1,無=0
消毒用アルコール 1 有=1,無=0
音姫（擬音装置） 1 有=1,無=0
車いす対応 2 有=2,無=0
オストメイト 1 有=1,無=0
点字対応 1 有=1,無=0
サニタリーボックス 1 有=1,無=0
おむつ交換台 1 有=1,無=0
ベビーチェア 1 有=1,無=0

 子ども用便器 1 有=1,無=0
 子ども用手洗い場 1 有=1,無=0,踏み台あり＝1

清掃頻度 5

1日1回以上＝5,
週５回以上=4,
週３回以上=3,
週２回以上=2,
週１回以上=1,

点検頻度 3

1日1回以上＝3,
週1回以上=2,
月1回以上=1,
それ未満=0

合計 42 35

4

適切な管理 8 8

誰にでも使い
やすい

子どもや子育
て中の方への

配慮
4

7

5

6

5 5

7基本設備

安全性 5

快適性 13



滋賀県版P-PFIについて
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

【P-PFIについて】
・まず、PFIとは、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法。
・P-PFI（パークPFI）とは、都市公園において飲食店、売店等の公園施設（公募対象公園施設）の設置又は管理を行う民間事業者を、公募
により選定する手続きのことを指す。

・事業者が設置する施設から得られる収益を公園整備に還元し、園路、広場等の公園施設（特定公園施設）の整備を一体的に行うことを条
件に、事業者には都市公園法の特例措置がインセンティブとして適用される。

・特例措置とは、設置管理許可期間の原則の10年から20年への延長や、建ぺい率の条件緩和の他、自転車駐車場・地域における催しに関す
る情報を提供するための看板・広告塔といった通常は占用できない物件を置くことができることがあげられる。

・行政側のメリットとして、民間資金等を活用した公園利用者の利便の向上、公園管理者の財政負担の軽減がある。

1

資料２

・P-PFIは以上のとおり都市公園において、収益の公園整備への還元を条件に民間の収益施設
の設置管理を認めることで、財政負担の軽減と公園の活性化を目指すものです。

・滋賀県版P-PFIでは、それを都市公園だけでなく他のシガパークでも実施できるような形で
整理することを目指します。

・「特例措置のインセンティブ」や「収益の公園整備還元」という「手段」の部分ではなく、
民間資金等を活用した公園利用者の利便の向上、公園管理者の財政負担の軽減といった
「目的」の部分の横展開・共有を図るものです。

【滋賀県版P-PFIについて】

【滋賀県版P-PFIの理念について】
・滋賀県版P-PFIは、「みんなでつくって、みんなにつかってもらう 三方よしの
シガパーク」を実現するために検討するものです。

・利用者、民間事業者、公園（公園管理者）がシガパークの魅力向上や持続可能
な維持管理の実現のために協働することを目指して、誰にとってもメリットが
ある「三方よし」の制度を目指します。

・公園によってできることやできないこと、環境や状況が異なるので、すべての
シガパークでおなじことをするわけではなく、それぞれの公園でできることや
取れる手段を検討したうえで、その公園にあった方法を模索していきます。 ・収益事業・企業アピール

・福利厚生・社会貢献
・魅力向上

・財源確保・負担軽減

・収益施設の利用
・活動の場の確保利用者

公園民間事業者



「THE シガパーク」の取組状況①
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

滋賀プラスワン

【広報について】

・広報アピール部会において、県広報誌「滋賀プラスワン秋号」
に、「THE シガパーク」特集の見開きページを掲載した。

・このページでは、「THE シガパーク」の取組の紹介に加え、そ
れぞれの公園の紹介文と写真を掲載し、県民に対して滋賀県に
は様々な魅力ある公園があることを周知する機会の一つとする
ことができた。

・「THE シガパーク」ポータルサイトの案内も掲載しているので、
掲載後でホームページのアクセス数が伸びているかどうかを確
認する予定。

資料３

1
「夢のような公園巡りに大はしゃぎ‼とにかく
遊びまくる滋賀旅行が楽しすぎた...‼」

しょうやん男三兄弟

・広報課の県外PR事業により、「THE シガパーク」のインフルエ
ンサー広報を実施した。

・広報課と、委託先の電通PRとの協議の上、YouTubeでの広報を依
頼するインフルエンサーとして、関西圏で３人の子供の遊ぶ様
子などを動画化しており、チャンネル登録者数34万人の「しょ
うやん男三兄弟」を選定した。

・11月4日、5日に、岡山園地、希望が丘文化公園、近江富士花緑
公園、湖岸緑地、矢橋帰帆島公園、びわこ文化公園で撮影を行
い、11月23日に動画を公開予定。

○滋賀プラスワン

○インフルエンサー広報



「THE シガパーク」の取組状況②
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

滋賀プラスワン

【視察について】

・国際課がオーストリア・ブルゲンラント州との友好交流の覚書
を締結するために、江島副知事を筆頭に渡欧するにあたって、
オーストリアの公園視察および今後の「THE シガパーク」の世界
への情報発信に向けた関係づくりのために、都市計画課から2名
が随行した。

・オーストリアでは、現地の建築家やブルゲンラント州都市計画
担当者から都市計画や景観の維持、公園に関する話を聞いた他、
オーストリア・ウィーン市、イルミッツ市、アイゼンシュタッ
ト市等の魅力ある公園の視察を行った。

・オーストリア・ブルゲンラント州は、びわ湖と似たノイジード
ラー湖を擁しており、その東岸に広がる「ゼーヴィンケル国立
公園」は、国立公園として美しい自然や豊かな動植物を守りな
がら、自転車や車等で多くの人が訪れる公園であり、今後の
「THE シガパーク」の実現に向けて参考にできる部分が多くあっ
た。

・また、副知事が湖岸をサイクリングされた際にヨシ葺きのパラ
ソルを見て「滋賀県でもできないか」とおっしゃったように、
ヨシ葺きのパラソルや四阿、木をそのまま生かした遊具など、
自然を活かした公園設備の整備など、すぐにまねできそうな部
分もあった。

・来年度はブルゲンラント州の方が滋賀県に来てもらえる予定に
なっているため、「THE シガパーク」を訪れてもらえるように国
際課と調整していきたい。

・詳細は参考資料１の復命書（概要版）を参照のこと。

資料３

2

○オーストリア視察

ブルゲンラント州都市計画部局のアーノルド氏ゼーヴィンケル国立公園の専門家のラング氏

ヨシ葺きの四阿

ヨシの広がる国立公園の風景 ウィーン・プラーター公園

ウィーンの市立公園 湖岸緑地にも似た公園の様子

ヨシ葺きのパラソル



「THE シガパーク」の取組状況③
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

滋賀プラスワン

【連携について】

・知事公室長の紹介により、9月7日にTOTO株式会社関西支社京都支社の方と
公園におけるトイレ整備に関する意見交換を行った。

・TOTOから官公庁と連携して設置した様々なパブリックトイレの例を写真で
見せていただいた。

・11月2日には、TOTOの大阪ショールームの見学をさせていただき、12月13日
には湖南市にあるTOTOのトイレ工場の見学を予定している。

・今後トイレ整備に関して、TOTOと何らかの形で連携を進めていきたい。

資料３
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・10月17日に開催された第29 回滋賀県首長会議において、県からの提案テーマとして「“THE シガパーク”の一体的
な推進について」が選ばれた。

・部局横断で滋賀の公園の魅力向上に取り組んでいる旨を説明したのち、市町が管理する公園とも協働した取組
（タイアップ）を進めることを念頭に現状や課題、今後の方向性等について意見交換を行った。

・各首長からは、
○連携して広範囲に公園を維持管理していく、そして魅力をつくっていくことには賛成。
○歴史にもしっかり着目して、瀬田の近江国庁跡など史跡公園も含めていただきたい。
○歴史性、ストーリー性、情報発信の機会となることを望んでいる。
○湖岸のポテンシャルを活かしたい。県市公園で一体的なP-PFIができればよい。
○市を代表する公園がない。市県で連携して管理し魅力をあげていきていきたい。
○自然公園利用計画を精査の上、見直すべきではないか。
○シガパークの先に何があるのか不透明
○登山や観光にも力を入れていただきたい 等の意見が聞かれた。

・今後、意見を踏まえて市町の公園との連携の検討を進めていきたい。

○TOTOとの連携

○首長会議について



「THE シガパーク」の取組状況④
令和5年(2023年) 11月21日

都市計画課公園魅力向上推進室

【ビワイチの日について】

資料３
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・11月3日のビワイチの日周辺（10月中下旬から11月中下旬）
にシガパークで実施されるイベントを取りまとめて、ポータ
ルサイトに掲載した。

・通年で営業している矢橋帰帆島公園やびわこ子どもの国のお
もしろ自転車の他、湖岸緑地でのE-バイクでのプチビワイチ
イベント、希望が丘文化公園での子どもビワイチ体験イベン
トの他、サイクリングしながら立ち寄ることのできる合計25
の様々なイベントを掲載した。

・また、ビワイチの日に合わせて「ビワイチや自転車を楽しめ
る公園！」の特集ページも作成し、サイクリングでの休憩に
最適な湖岸緑地・湖岸園地の紹介等を行った。

・ビワイチ推進室の発行するビワイチの日のパンフレットには、
矢橋帰帆島公園とこどもの国のおもしろ自転車の情報に加え、
THE シガパークポータルサイトの情報を掲載してもらった。

・次年度以降は、シガパークを自転車で
周遊するなどのより一体感のあるイベ
ントを検討していきたい。


